
平成 22 年度 予算要求事業調書

１　予算要求事業の概要
№

13 新規 拡大 継続

款 項 目

10 7 4

番号 事業名

事　業
コード

6205 事業名

<目的>

<目標(平成　年度末)>

<現状(平成21年度末見込み)>

<課題>
　交通量の多い道路に面する学校から、交通誘導資格を所持した警備員配置の要望が挙がってい
ますが、予算にかかる警備員のコスト面が課題となっています。

　市立小・特別支援学校103校に警備員を配置しています。

現
状
と
課
題

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

予算要求事業の概要

根拠法令等

しあわせ倍増プラン2009

目
的
・
目
標

　市立小・特別支援学校に警備員を配置し、不審者による犯罪などの事故から児童を守ります。

内
容

会計区分

一般会計 教育委員会　学校教育部　健康教育課

所管

　学校に侵入し、子どもたちを襲う事件が多発したことから、子どもたちを不審者による犯罪か
ら守る目的で、学校警備員を平成18年１月より市立小・特別支援学校に配置しています。
　校門および校舎入口における立哨警備、また学校敷地内外および学校施設の巡回警備を行うこ
とにより不審者の学校への侵入を防いでいます。

事務事業の位置付け

学校警備員配置事業(健康教育指導事業)

事業名(予算の事務事業名)

総合振興計画新実施計画

区分

学校安全ネットワーク事業

314

２　予算要求の内容と査定結果 (単位：千円）

金　額
<積算内訳>
１　学校警備員派遣業務委託(103校) 181,000

21 ① 一般財源 181,000

<積算内訳>
１　学校警備員派遣業務委託(103校) 181,000

<要求理由>
① 一般財源 181,000

<査定内容>
１　学校警備員派遣業務委託(103校) 0
２　機械警備業務委託 10,000

22

<査定理由>
① 一般財源 10,000

<査定内容>
１　学校警備業務 116,000
[主な内容]
(１)　学校警備員派遣業務委託(103校)
(２)　校門立哨ボランティア謝礼

<査定理由>
① 一般財源 116,000

平
成

116,000

区　　分

　既存事業の見直しを行う過程において事業廃止としましたが、学
校警備員の不在は学校及び地域の安全性を低下させる可能性があ
り、市民生活へ著しい影響を与えると考えられることから、全額再
チャレンジ枠において予算要求するものです。

　事業廃止について、代替案の検討が不十分であることから、学校
及び保護者への影響を考慮し、財政局としては、市立保育園と同様
に機械警備及び通報機器を導入する案を検討しました。
　再チャレンジ枠に係る事業であることから、市長判断としまし
た。

備　　　考

平
成

年
度

当初予算

当初予算要求

財政局長査定

財源内訳

財源内訳

財源内訳

年
度

181,000

181,000

10,000

市長査定

　学校の安全は、学校安全ネットワークを基盤として、校門立哨ボ
ランティアとの連携による｢地域の学校を地域で守る｣新たな学校防
犯体制の構築を目指すこととします。
　なお、体制整備には地域との調整に時間を要することから、警備
員と立哨ボランティアによる見守りを行う費用を予算化しました。

財源内訳

315


